
マイワシ（太平洋系群）①

2023年8月31日公開

マイワシは日本周辺に広く生息し、本系群はこのうち太平洋に分布する群である。

図2 漁獲量の推移

漁獲量は、1970年代後半に増加し、1980年代は
250万トンを超える極めて高い水準で推移した。
1990年代に入ると急減し、2000年代は極めて低い
水準で推移した。2010年代に入ると、増加傾向に
転じ、2022年の日本の漁獲量は56.1万トンであっ
た。これまでは日本による漁獲が大半を占めていた
が、近年、外国船による漁獲が増加しており、
2022年のロシアによる漁獲量は26.7万トン、中国
による漁獲量は28.8万トンであった。

図1 分布図

太平洋沿岸に広く分布する。産卵場は、
1990年代以降は四国沖から関東近海の各
地の黒潮内側域に形成されている。近年
の産卵量の増加は潮岬以東で顕著であり、
紀伊水道以西の増加は見られていない。
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図3 資源量指標値の推移

親魚量の指標となる産卵量は、親魚量の極め
て少なかった2000年代前半には太平洋側全
体で100兆粒を下回る低い水準であったが、
最近は親魚量の増加に伴って増加している。
特に潮岬以東での増加が顕著であり、太平洋
側の産卵量の大部分を占めている。

加入量の指標となる各種調査による資源量指
数は、いずれの指数も、近年において高い加
入量と推定される2010年以降に比較的高い
値を示している。
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図10 漁獲管理規則の下での親魚量と漁獲量の将
来予測（現状の漁獲圧は参考）

βを0.85とした場合の漁獲管理規則に基づく将来予
測結果を示す。

0.85Fmsyでの漁獲を継続すると、平均値としては、
漁獲量はMSYに、親魚量は目標管理基準値に徐々に
近づいていく。

将来の漁獲量（万トン）将来の親魚量（万トン）

MSY
38.9万トン

SBmsy
118.7万トン

漁獲管理規則に基づく将来予測
（β＝0.85の場合）

現状の漁獲圧に基づく将来予測

実線は予測結果の平均値を、網掛けは予測結果
（1万回のシミュレーションを試行）の90%が
含まれる範囲を示す。

MSY

目標管理基準値

限界管理基準値

禁漁水準
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